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神奈川県 H市防犯協会 
防犯灯LED化ＥＳＣＯ事業 
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  お客さまの声 

【H市防犯協会さまの課題】 
－当社のサービスを利用される前は、どのような課題がありましたか？ 
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      本プロジェクトの特長 1 

防犯灯LED化工事の前に現地調査を実施し、 

既設防犯灯を全灯漏れなく把握しました。 

また、防犯灯管理システムの導入により、管理 

の精度向上と効率化を実現しています。 

防犯灯のLED化により、維持管理コストとCO2 

排出による環境負荷を大幅に低減しています。 

H市防犯協会の事業公募においてＪＦＳグループ
の提案が最優秀提案者に選ばれました。 

1. 電気料及び維持管理費増加への対応 
過去２年間で電気料が約1,300万円増加し、市民の方からの設置要望も年々多くなったことにより、本協会として
現状体制での維持管理が困難になってきました。 
そこで、地元からの新設要望への対応と維持管理をESCO契約に含められないかと考えていました。 
 
2. 紙ベースで管理している防犯灯の地図データのデジタル化及びデータの整合 
住宅地図に手書きでデータを記入しており、設置要望等への現地調査に時間がかかるうえ、防犯灯データとその
他のデータの整合が困難でした。 
 
3. 全灯LED化するにあたっての初期投資 
すべての防犯灯を一斉にLED化したかったのですが、莫大な初期投資が必要となり、どのような手法で事業を進
めていくか模索していました。 
 
4. 地元業者の活用 
これまで、地元の電気工事店がエリアごとに電球の交換や新規設置を 
お願いしていたため､LED化工事の際も請け負ってもらいたいと考えて 
いました。 
 
5. 工期の順守 
先行してLED化していた自治体に調査、聞き取りを行ったところ、予定して 
いる工期で工事が進まないとの声を多く聞きました。その原因は、膨大な 
防犯灯調査に時間がかかるうえ、正確性に欠けるため工事に踏み切れない 
とのことでした。 
 
6. 本市環境基本計画に基づく低炭素型まちづくりへの対応 
地球温暖化対策の進展によって国等における温室効果ガス等の排出の 
削減に配慮した契約の推進に関する法律（環境配慮契約法）の施行を 
背景に、地方自治体においても環境負荷に対する軽減施策がより強力に 
求められる状況になっていました。 
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【ＥＳＣＯ導入について】 
－そのような課題をお持ちの中、他社ではなく、当社を選んで頂いた理由は何ですか？ 
  何を期待されて、ご利用されましたか？ 

 ＥＳＣＯ事業は、公募型プロポーザル方式のため、実際にJFSを選んだのは選定委員の方々になりますが､JFS
の提案が本協会が求めていた以上の内容であり、細部まで信用性のあったので評価が高かったものと考えられ
ます。 

【導入の効果】 
－その課題はご利用後、改善・解決されましたか？ 
  具体的にどのような成果に繋がりましたか？ 

1. 電気料及び維持管理費の削減 
電気料､ESCO契約料を含めて年間約2,000万円の削減ができました。 
年間50灯程度の新規設置及び維持管理を含めた契約にしたため、地元要望もすぐに対応できます。 
 
2. デジタルマッピングシステムの導入と防犯灯データー管理 
防犯灯情報のデジタル化により、契約内容などの各種情報が一目で確認できるため、維持管理業務の合理化に
つながりました。灯具が付いていない電柱情報も入っており、移設場所の確認も地図上で見ることができます。 
長年積み上げてきた灯数、位置、電力契約などのデータに不整合がありましたが、徹底した調査により、管理しや
すく信頼性のあるものとなりました。 
また、単位自治会による、防犯灯球切れの見回りの軽減も期待できます。（システムはＨ27.5 納入予定） 
 
3. 全灯ＬＥＤ化するにあたっての初期投資 
ＥＳＣＯ事業は10年間での支払いとなるため、年々増加していた防犯灯関係費用が大幅に削減できました。 
 
4. 地元業者の活用 
提案内容にも地元業者の活用が詳しく示されていましたが、地元電設業組合への工事発注、電機メーカーへの
灯具発注などにより、市内の経済波及効果があったものと考えられます。 
 
5. 工期の順守 
かなり短い期間での工事となりましたが、工事施工業者と地元電気業者が協力し、予定通りに工事が完了しまし
た。特殊な工事が必要となる現場もありましたが、丁寧に対応してもらいました。事前の徹底した調査があったか
らこそ、工事がスムーズに進んだのではないかと思います。 
 
6. 本市環境基本計画に基づく低炭素型まちづくりへの対応 
CO2排出削減量334t-CO2/千kwh（東京ドーム73個分の面積に植林することと同様の効果）の削減ができ、低炭
素型まちづくりへの貢献ができました。 

【担当者からJFSへ一言】 

 契約後、JFSさんをはじめとした関係各社と私どもで月に2回の打ち合わせ 
の機会をもち、顔が見える中でさまざまな問題解決や進捗状況などの確認 
ができたので、お互いの共通認識のもと、安心して事業を進めることができ 
ました。何よりも、事前に調査した市町村が抱えていた工期の問題も心配す 
ることなく進めることができたのも、JFSさんが本市の抱えていた問題に対し、 
親身になって応対してくださったからだと思っております。 
 
 今回のLED化により、市民の方からは「明るくなって、ありがたい。」との声が 
多く寄せられ、夜道の安全確保につながりましたが、今後も油断することなく、 
皆様に防犯意識の向上を促していきたいと考えております。 
 
 これから10年間維持管理業務等でお世話になりますが、今後ともよろしく 
お願いいたします。 
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●サービス種別 ： 設備更新型ＥＳＣＯサービス 
●契約方式   ： シェアード・セイビングス契約 
●契約期間   ： 2015年4月～2025年3月（10年間） 
●事業フォーメーション 
  お客さま ： Ｈ市防犯協会 
  事業役割 ： 日本ファシリティ・ソリューション（株） 
設計施工役割 ： （株）関工パワーテクノ 
  金融役割 ： 三菱ＵＦＪリース（株） 

  プロジェクトの概要 

※お客さまのご希望により、法人名の一部を省略させていただいております。 

設備概要  
・現地調査：既存防犯灯12,926灯（うち既存LED灯804灯含む） 
・設備更新：既存蛍光灯11,988灯及び水銀灯134灯を 
      LED防犯灯12,122灯へ更新 

3    主な実施内容 4 
【防犯灯】 
●既存防犯灯の現地調査 

●調査結果の電力会社・協会保有データとの照合 

●LED防犯灯の設置に係る計画・設計・施工及び施工管理 

●既存防犯灯設備の撤去・リサイクルならびに廃棄処分 

●LED防犯灯の維持管理 

【防犯灯管理デジタルマッピングシステム】 
●防犯灯管理デジタルマッピングシステムの構築 

●データ更新 

●電力会社との契約変更手続き 

【その他】 
●エネルギー削減量の計測・検証 

●契約終了後の所有権移転 

 

 本協会は、昭和35年3月、防犯協力会を発足し、昭和53年5月には、 
名称を現在の名前に改め、自治会活動に基盤をおく現在の防犯協会 
となりました。 
 現在、各自治会の会長、防犯対策部長は、地域防犯連絡員、各支部 
の防犯リーダーとして、自治会活動とともに防犯協会の支部活動を行っ 
ています。 
 
 本市は、新宿や横浜から約１時間、県内唯一の盆地を形成しており、 
丹沢の山々に囲まれた自然豊かな街です。市内には日帰り温泉などの 
施設もありますので、ぜひお立ち寄りください。 

【Ｈ市防犯協会様の概要】 

H市役所 

  ESCO導入効果 2 
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